
「科学探検ひろば」参加報告 

旭川南高等学校  岡崎知之 

 

私は今年度４月に数楽同好会「あるご」を設立し、現在１２名の生徒が加入しています。以前、

上川高校で同様に「ますまて」を設立したときは、会員数が最大３名で大規模な展示を行うこと

ができなかったのですが、今ではむしろ団結力を高めるため積極的にイベント参加をしていま

す。まだまだ数学の奥深さを伝えるまでの展示はできていませんが、数学の楽しさを不特定多

数の人に伝えられただけでも、十分な成果が得られたものと考えています。 

今回は今年度参加したイベントの内、最大のイベント「科学探検ひろば」について、報告しま

す。 

 

１．科学探検ひろばとは？ 

 

 科学に関連する部活動やボランティア団体が行っている、「実験展示会」です。 

 毎年、旭川市科学館「サイパル」で１月の３連休（成人の日）のうち２日間行われています。 

 「サイエンスボランティア旭川」という団体が主催しています。 

 当日は会場に約５０の実験ブースが並び、来館者の年齢を問わず科学の楽しさを伝えます。 

 （全国でもこの規模のアマチュア実験イベントは、非常に珍しいそうです。） 

 

２．サイエンスボランティア旭川とは？ 

 

サイエンスボランティア旭川は，科学館の事業運営をサポートし，科学の普及活動を行う 

団体です。科学知識・技術の有無にかかわらず，子供たちに科学のおもしろさや，科学を学ぶ

楽しさを伝えたいという人たちの集まりです。 

サイエンスボランティア旭川では，様々な活動を通して，最先端の科学技術にふれたり， 

会員や来館者と交流したりすることで，参加者が楽しみながら自分自身を高められること 

も大きな特徴です。             （「サイエンスボランティア旭川」ＨＰより） 

 

仕事は次の３つに分かれます。 

 

1．案内説明員…主に科学館の日常業務のお手伝いをします。 

 2．特別学芸員…実習や講義の指導員です。 

一定の専門知識や技術を有していることが条件です。 

 3．事務局員…事務局での連絡調整や会計・庶務事務などを行います。  

 



３．参加の目的 

 

（生徒への期待） 

・数学の楽しさを来館者と共有することにより数学の魅力を感じてもらいたかった。 

・様々な年齢層に数学を伝えることによって、言語活動のスキルや論理性を高めて 

もらいたかった。 

・仲間と協力することによって、同好会の団結力を高めてほしかった 

 

（顧問の野望） 

・数学の楽しさが一般の方にどれだけ伝わるかを試したかった。 

・地域の科学団体と連携して、今後の活動を展開していきたかった。 

・これまで私や子供たちの科学観を養っていただいたので、恩返しがしたかった。 

 

４．展示テーマ 

 

（１）「超能力カードで数当てしよう」 

①生徒が来館者にマジックを披露 

②タネ明かしをして、来館者がマジックを披露 

③（お土産）説明書＆カード本体 

 

（２）「ハノイの塔で遊ぼう」 

①ルール説明 

②来館者のレベルにより ３枚→４枚→５枚とレベルアップ 

③（お土産）説明書＆手作りハノイ 

 

５．準備 

 展示の際のお土産として「ハノイキット」を２５０セット作成しました。 

 これが意外と大変…。真円を切り取るために「コンパスカッター」を購入したり、 

 穴をあけるために「ポンチ」を購入したり、他の部活動から苦情が出たり…。 

 今となっては楽しい思い出ですけどね。（笑） 

 

６．本番のようす 

 研究会会場に来ていただいた先生には、当日の画像や動画を紹介しました。 

 （会場に来れなかった方でご覧になりたい方は、岡崎まで連絡ください。） 

 

 



７．本番を終えて 

 

（１）「超能力カードで数当てしよう」 

・２×２マスの幼児用も用意したが、４歳以下にはうまく対応できなかった。 

・５歳以上の年齢層には対応できた。年齢が上がるほど関心は高いように感じた。 

・２進数の話にまで興味を持つ人がいた。 

   

   「数」という言葉を前面に出してしまったせいか、「ハノイ」と比べるとお客さんは少なか 

ったと思います。しかしその分、小学校高学年の子供、教育大学の学生、保護者の方の 

興味・関心は非常に高かったです。「ハノイ」とセットだったからこそ、良かったと思います。 

 

（２）「ハノイの塔で遊ぼう」 

・ほぼどの年齢にも対応できた。 

・どの人もとても集中して取り組んでいた。 

・最小手数について触れる時間があまりなかった。 

 

最小手数の件は残念ですが、説明書には載せたので、ご家庭での取り組みに期待して 

います。実のところ生徒達も最小手数となると苦手です。今回の展示は生徒のレベル 

アップにもつながりました。 

 

８．今後への期待 

  私たちが普段教育を行う際、どうしても高校というテリトリーに縛られてしまいがちです。 

 高校数学を学んだ生徒が将来数学の世界を広げてくれることこそ私たちの夢ですが、 

 機会があればそれを世間一般にまで広げることも意義があるのではないでしょうか。 

  「科学探検ひろば」では 

   ①体験者がお土産を持ち帰り、家族や友人に披露する 

   ②上川地区の数学に対する興味・関心が高まる 

   ③数学教育に対する地域の理解・協力が得られる 

   ④高校生の保護者の理解や生涯教育としての数学観が得られる と期待しています。 

 

９．最後に 

  この企画を宣伝した際、「先生、すごいですね。」と言われました。興奮しながらこう答えま

した。「私じゃなく、数学がすごいんです。」と。数学に魅了された二日間でした。 

＊質問はコチラまで → ｚａｋｋｙ＠ｈｏｋｋａｉｄｏ－ｃ．ｅｄ．ｊｐ 

 

（２０１4．1．25 第８８回北海道数学教育実践研究会 にてスライド発表） 



（資料１） 

 「科学探検ひろば」広告チラシ（表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（資料２） 

 「科学探検ひろば」広告チラシ（裏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（資料３） 

 「超能力カード」説明書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭川南高校 数学同好会「あるご」 

科学探検ひろば２０１４ 出展作品 

 

＜たねあかし＞ 

 思った数字をピタリと当てる「超能力カード」。 

初めて体験した方はおどろいたことでしょう。 

 

実は、こんな仕組みだったのです… 

 

（例）相手の誕生日が「７」だったら… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 やり方がわかったら、ぜひご家族やお友達でためしてみてください。 

 驚くより驚かれるほうが、ずっと楽しいですよね♡ 

（ちなみに、Ａは１、Ｂは２、というように右上の数をおぼえて、 

カードを見ずに当てると、より超能力っぽくなりま 

A D

17 19 29 1 30 26 9 8

23 15 7 13 12 29 15 14

31 3 21 5 11 24 27 25

11 9 27 25 13 31 28 10

B E

26 22 27 2 20 30 19 16

6 18 7 15 25 17 22 26

3 23 19 30 21 23 24 18

14 10 31 11 28 27 31 29

C

7 21 29 4 7 ＝ 1 ＋ 2 ＋ 4

20 15 5 14 ＊「右上」の数字を足した数が

31 12 6 13 　相手の誕生日です！

30 23 22 28



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜つくりかた＞ 

 

 このカードの作り方は 

 

 ① 入れたい数を、カードの右上の数（１，２，４，８，１６）の足し算に直す。 

 ② その右上の数が含まれるカード全部に、入れたい数を入れる。 

 

 たとえば、１３＝１＋４＋８なので、１３はＡ，Ｃ，Ｄのカードに入れます。 

 

 しかし、この足し算の組み合わせを考えるのはちょっと面倒です。 

 そこでこのカードを「２進数」（後で説明します）に変換します。すると… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と、なります。 

 

１３は２進数で１１０１なので、１１０１＝１０００＋１００＋１となり、 

 

１３はＡ，Ｃ，Ｄのカードに入れればよいことが、すぐにわかります。 

 

 このカードは２進数を利用して、計画的に作られたカードだったのです。 

 

A D

1 1000

B E

10 10000

C

100

＊「２進数」とは？ 

   ０と１だけを使って数を表す方法。 

    １→１ ２→１０ ３→１１ ４→１００ ５→１０１ …というように、 

   ２を使わないと表記できない数は、桁上がりします。 

 



（資料４） 

 「ハノイの塔」説明書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭川南高校 数学同好会「あるご」 

科学探検ひろば２０１４ 出展作品 

 

＜ハノイの塔とは？＞ 

 

 １８８３年に数学者エドゥアール・アナトール・リュカが発売したおもちゃです。 

 現在も幼児向けに売られています。当時、そのパッケージには下の予言が書かれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「世界は終焉し…」気になるセリフですね。この文の本当の意味とは？！ 

 

 

＜ハノイの塔の数理＞ 

 まず、３枚のハノイは７回の移動で終わります。 

   

４枚は ①上から３枚目までを移動（７手） 

      ②４枚目を移動（１手） 

      ③４枚目の上に①の３枚を移動（７手） 

  という手順で、１５手で終わります。 

＊ 23 とは ２を３回かける（２×２×２）の 

  これを繰り返すと、移動回数は右の表の      ことです。 

ようになります。 

 

６４枚の場合は 

  264 − 1 =１８４４京６７４４兆７３７億９５５万１６１５ 回 となり、 

ビッグバン発生から現在までの１４０億年を超えます。 

 

リュカは 

「人間が生きているうちには、世界は終わらないよ。」 と言いたかったのです。 

 

 

 

枚数 最小回数 最小回数＋１ 

３ ７ ８ ＝ ２３ 

４ １５ １６ ＝ ２４ 

５ ３１ ３２ ＝ ２４ 

… … … 

６４ ２６４－１ ２６４ 

 

インドのベナレスに、巨大な寺院がある。 

そこには青銅の板の上に、長さ 1キュビット、太さが蜂の体ほどの 

3本のダイヤモンドの針が立てられている。 

そのうちの 1本に、神が 64枚の純金の円盤を大きい円盤から順に重ねて置いた。 

司祭たちはそこで、昼夜を通して円盤を別の柱に移し替えている。 

そして、全ての円盤の移し替えが終わったときに、世界は崩壊し終焉（しゅうえん）を迎える。 

（エドゥアール・アナトール・リュカ １８４２－１８９１） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （はいっているもの） 

                                                           

 

 

 

 

 

 

（つくりかた） 

 

 

 

 

 

 

 

（ルール） 

 

 

 

 

 

（あそびかた） 

   ルールにしたがって、左右の柱に円盤が移動すれば、クリアです。 

    できるだけ少ない回数で、クリアをめざそう！ 

 

 

                             または 

 

 

 

（クリアのコツ） 

 

   ４枚は…３枚を移動して → 一番下の１枚を移動して → ３枚を移動する 

 

   ５枚は…４枚を移動して → 一番下の１枚を移動して → ４枚を移動する 

 

 ３枚を７回、４枚を１５回、５枚を３１回 でできたらすごい！！！ 

台紙（だいし）  １まい 

円盤（えんばん）  ５まい 

ストロー       ３ほん 

①ストローの先を 

ひらきます。 

②台紙に通してセロ 

テープではります。 

 

③円盤を大きい方から、真ん中 

の柱にはめて、できあがり。 

 

その１ いどうする円盤は、１回につき１まい。 

 

その２ 小さい円盤に、大きい円盤を乗せちゃダメ！ 


